
与謝野町総合計画審議会条例

平成１８年６月２３日

条例第２２３号

改正 平成２３年１２月１５日条例第２０号

改正 令和４年５月１１日条例第１６号

（設置）

第１条 与謝野町における総合的かつ計画的な行政の運営を図るために定める総合計画の策定並

びに推進に関し必要な事項の調査及び審議を行うため、与謝野町総合計画審議会（以下「審議

会」という。）を置く。

（組織）

第２条 審議会は、委員３０人以内で組織する。

（委員）

第３条 委員は、有識者、執行機関である委員会等の委員、公共的団体等の役員及び本町の住民

のうちから町長が委嘱し、又は任命する。

２ 委員の任期は、３年とする。

３ 執行機関である委員会等の委員、公共的団体等の役員のうちから委嘱された委員がその職を

失ったときは、委員の職を失う。

（会長及び副会長）

第４条 審議会に会長及び副会長各１人を置く。

２ 会長及び副会長は、委員が互選する。

３ 会長は、会務を総理し審議会を代表する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

（会議）

第５条 審議会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。

２ 審議会は、半数以上の委員が出席しなければ会議を開くことができない。

３ 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは議長の決するところによ

る。

（専門部会）

第６条 専門の事項を調査審議するため、審議会に専門部会（以下「部会」という。）を置くこと

ができる。

２ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。

３ 部会に部会長を置き、当該部会に属する委員の互選により選出する。

４ 部会長は、部務を掌理し、部会の経過及び結果を審議会に報告する。

５ 部会長に事故があるとき、又は欠けたときは、部会に属する委員のうちから部会長があらか

じめ指名する者が、その職務を代理する。

６ 前条の規定は、部会の会議について準用する。この場合において、前条中「会長」とあるの

は「部会長」と、「委員」とあるのは「部会に属する委員」と読み替えるものとする。

（幹事及び書記）

第７条 審議会に幹事及び書記若干人を置き、町の職員のうちから町長が任命する。

２ 幹事は、上司の命を受け、事務の調査、企画及び立案に従事する。

３ 書記は、上司の命を受け、庶務に従事する。

（委任）

第８条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に諮っ

て定める。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成２３年１２月１５日条例第２０号）

この条例は、公布の日から施行し、平成２３年８月１日から適用する。

附 則（令和４年５月１１日条例第１６号）

この条例は、公布の日から施行する。


